
 

 

 

 地域の概要  

  田布施町は山口県南東部に位置し、瀬戸内海に面する東 

 西 8km、南北 15.2km、面積 50.35㎢ほどの大きさの町です。 

 南方海上 1500mの位置に馬島があり、また、北には飛地と 

 して小行司地区があります。町内には５つの小学校と１つ 

の中学校があり、公民館が各学校に隣接して６施設ありま 

す。また、専門的な知識や技能をもつ方が多数おり、多く 

の町民は、学校教育に対して強い関心をもっています。高 

齢化率は 31.22%（平成 25年 12月末現在）で、今後、一層 

高まっていくと予測される中、生涯学習の推進を町の重点施策としています。 
 

あ組織の内容  

 田布施町では、平成 23 年度に、地域全体で学校を支援し 

ていくための仕組みづくりについて協議し、平成 24 年度に 

「田布施町地域協育ネット運営委員会」を組織しました。 

この委員会では、町の宝である子どもたちや町の将来像を 

描きながら、「つながり」をテーマに１年間の取組について 

協議を行っています。 

 本町は、すべての町民が住みやすく生き 

がいを感じることができる町の実現をめざ 

しています。そのために、幼児期から成人 

期までの各段階に応じ、多様な学習活動を 

最適な方法で行うことのできる教育環境の 

更なる整備を図っています。 

 これを受け、町内の各種団体は、地域ぐ 

るみで子どもを育むという意識をもって教 

育支援活動に参画し、支援の輪が広がって 

います。その一方で、地域の核となる人材 

の育成が急務です。県教委主催の「『地域 

協育ネット』コーディネーター養成講座」 

等の研修会への地域の方の参加を促すとともに、受講修了者が地域で活躍できるように働きかけて 

いきたいと思います。 
 
  特色・重点的な取組  

  これまで町教委が主体となって開催してきた「田布施西小放課後子ども教室」が、今年度か

ら名称を「西の寺子屋」と改め、コーディネーターを配置するとともに、活動内容の見直しを

図り、新たな指導者の下でスタートしました。本町は、学校を支える地域の新たな組織の支援

や、子どもの成長にかかわる教育支援ボランティアを対象とした研修会の開催等、組織の強

化・拡充や教育支援活動に参画する地域住民の資質向上に重点を置いて取り組んでいます。  

  地域全体で子どもを育む地域ぐるみの教育 
   ～「田布施町地域協育ネット」の取組～    【田布施町 田布施中学校区】 

学校関係者 ６人 

地域団体関係者 ２人 

放課後子ども教室関係者 ５人 

放課後児童クラブ関係者 １人 

ＰＴＡ関係者 １人 

自治体関係者 ３人 

 

人  口 16,007人 

世 帯 数 6,999世帯 

対 象 校 

及  び 

児  童 

生 徒 数 

田布施中学校   400人 

麻里府小学校   21人 

麻郷小学校   238人 

田布施西小学校   228人 

東田布施小学校   269人 

城南小学校   123人 
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 主な活動の紹介   

１ 地域から学校への支援 

（１）町内小・中学校への食育指導 

   町内の栄養教諭と食生活改善推進員「ヘルスメイト」を中心に、 

地域の食材と人材を生かした食育に力を入れています。 

地域の生産者やボランティアとのふれあいや調理を通して、子 

どもたちと地域住民が互いに元気に学び合っています。 

 

（２）「西の寺子屋」の開設 

 地域住民が主体的に運営する放課後子ども教室「西の寺子屋」 

を今年度開設しました。ここでも、子どもと公民館・地域が協働 

して生産した食材を活用した食育をはじめ、動植物・手工芸・郷 

土・運動スポーツ等の活動を行い、楽しく学んでいます。 

活動内容は、学校ではなかなか学んだり、体験したりすること 

のできない特色あるものになっています。保護者も協力的で、参 

加者は増加傾向にあり、まさに地域が一体となったふれあいと学 

びの場になってきています。 

 

２ 教育支援員や地域ボランティアを対象とした研修会の開催 

 学校を支える地域住民の増加に伴い、町教委では「学校・家庭・ 

地域のつながりの重要性」や「学校にかかわるボランティア活動の 

注意事項」「教育支援員やボランティアの資質向上」等をねらいと 

した、スキルアップ研修会を開催し 

ました。 

町内の各地域関係者が一堂に会し 

て行う研修会は、今年度初めての試 

みで、多くの参加者から好評を得る 

ことができ、充実したものとなりま 

 した。 

 

 成果と課題  

今年度は地域住民が主体的に運営する「西の寺子屋」の立ち上げ支援に重点を置いた結果、地域ぐ

るみで子どもを育む気運が高まりました。これを中学校区全体での高まりにつなげていくことが今後

の課題です。また、今年度で「田布施町地域協育ネット運営委員会」の委員の任期が満了します。「田

布施町地域協育ネット」を深化させていくために、多様な人材が参画する委員構成の在り方、より良

い協議の在り方等を検討する必要があると考えています。 

 

 今後の取組  

学校・家庭・地域のつながりを更に深めるためには、中学校区全体で「めざす子ども像」等の共有 

や地域の多様な人材育成が不可欠です。平成 26 年度は、「田布施町地域協育ネット運営委員会」の

体制強化、町教委主催の研修会の充実、「田布施町地域協育ネット」に参画する組織や団体の強化・

拡充の支援、本町の実情に即した土曜日の教育支援活動の研究等に取り組みます。 

中学校での食育指導の様子 

寺子屋での食育指導の様子 

メダカの学習の様子 

紙芝居：郷土学習の様子 スキルアップ研修会の様子 


